




この35年間で4,000名以上が
JICからロシア留学をしました!
JICロシア留学実績表（1989年～2024年12月末現在）

35年以上の実績「だから、JICのロシア語留学」

1.35年以上の実績に裏付けされた安心のプログラム

2.目的に合わせて選べるコース

3.安心の現地アフターケア

3.充実した相談・カウンセリング

JICロシア語留学研修は、JIC国際親善交流センターが日本で最初に旧ソ連・ロシアの諸大学と直接契約により開始した私費
留学システムです。それまで旧ソ連・ロシアへの留学はごく限られたルートしかなく、希望すれば誰もが普通に留学できると
いう状態ではありませんでした。JICはロシア語留学の先駆けとして、幾多の問題を解決し、安全で快適な留学研修環境の整
備に努めてまいりました。

　この35年あまりでJICの手配によ
りロシア語圏へ留学された方は、長
期・短期合わせて4,000名以上にの
ぼります。
　モスクワ大学、サンクトペテルブ
ルグ大学、ウラジオストク極東連邦
大学でのグループ長期留学、短期
研修を中心に、ロシアおよび旧ソ連
地域の大学や語学学校に留学生を
送り出しています。

　留学中はできる限り自分のことは自分で
やっていただくのが語学力上達の道です。
しかし、自分ではどうしても解決できない大
学との交渉ごとや、緊急事態の際の連絡対
応など、留学される皆様をバックアップす
るために、JICでは各受入機関と緊密な連
絡体制を整えています。

　１人では不安、同じ目的を持った仲間達と楽しくロシア語を学びたい、そんな
方なら安心のグループ留学・研修がおススメです。毎年春と秋スタートで長期
（10ヶ月間）留学のグループ募集を行っています。効果的なカリキュラム、学生
寮の確保、現地連絡員による緊急時のケアなど、安心できるプログラムが整っ
ています。また春季（２～３月）、夏季（８～９月）には短期研修グループの派遣も
行っています。
　１人でも頑張る、個人レッスンを受けたい、という方には長期・短期の個人研
修をおススメしています。マンツーマンレッスンなので自分のレベルに合わせ

たロシア語の授業を受けることができ、
確実に上達をはかることができます。短
期研修の場合は、ホームステイと組み合
わせてロシア語を勉強しながら生活体
験も可能です。
（詳細は「いつでも行ける！短期ロシア語
研修」のパンフレットをご覧ください。）
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モスクワ国際関係大学

モスクワ自動車道路大学

モスクワ人文大学

モスクワ教育大学

ウラジオストク極東連邦大学

サンクトペテルブルグ大学

ペテルブルグ文化大学

イルクーツク大学

ハバロフスク人文大学

キエフ言語大学

モスクワ大学タシケント校

ウズベキスタン世界言語大学

キルギス国立大学

ペテルブルグ音楽院

モスクワ音楽院

ニージニーノヴゴロド大学

キエフ大学

カザフ国立大学

イルクーツク言語大学

モスクワ自由大学

ダリパス社

インターダイレクト社

G＆R社

リデン＆デンツ

5

1299

38

1337

31

2デルジャーヴィン・インスティトゥート

パートナー社

VIZIT社

外国語教育センターGEO

エクスリンゴ

カムチャッカ大学

ウラジオストク経済サービス大学

ウラジオストク国立大学

ベラルーシ国立大学

リャザン国立大学

ウラル連邦大学

ノヴォシビルスク工科大学

ミンスク言語大学

その他

　JICでは、留学希望者の方々にプログラムを十分に理解し、自分にぴったり
の大学やコースを選んでいただくため、留学説明会や相談会を随時開催して
います。東京と大阪のオフィスではロシアの
各大学・受入先の資料が揃っており、JIC留学
カウンセラーが丁寧に相談にあたっていま
す。また、長期のグループ留学に関しては出
発前に事前オリエンテーションも開催してい
ます。





各受け入れ先の送迎担当者が空港で出迎え。住居へ向かいます。



授業はどのように行われるの？

どんなところに住むの？

　基本的に、全期間学生寮に滞在します。ただし2025年現在、大学寮が慢性的に満室の状態が続いており、大学寮以外の宿泊施設（ホームステイやアパート
ホテル、賃貸アパートなど）になる場合が多いです。
　各大学寮の入口には管理人（警備員）がおり、出入りする人間をチェックしています。また、寮によっては各階にデジュールナヤ（管理人）がいるので安心で
す。食堂やカフェが寮内や周辺にある事が多く、そこで食事をとることもできます。
　ロシアの大学寮はほとんどがブロック制になっており、同じブロック内の２～４部屋の住人で１つのトイレ、シャワーを共用します。（１２ページ参照）。キッチン
はブロック内にあったり、各階に備え付けられていたりします。部屋タイプは、１～５人部屋があります（大学によって異なります）。事前に部屋タイプはお選びい
ただけません。１人部屋というのは、ブロックの中の１部屋に１人で住むことをいい、ブロック全体を専有することではありません。２人部屋以上の場合、ルーム
メイトは日本人のこともあれば外国人のこともあります。
　大学寮は、部屋の大きさがまちまちで、また、建てられた時期や改装された時期もばらばらなので、作りが均一ではありません。そのため、どんな部屋になる
かは行ってみないとわからない、という問題があります。
　ホームステイでの滞在、アパートホテルや賃貸アパートについては12ページを参照してください。
　ロシアの建物は冬の間セントラルヒーティングによって集中暖房されます。真冬でも部屋の中は暖かいので厚着をする必要はありません。ただし、風の向き
や建物の古さによって、すきま風が入り寒いと感じることも時にはあります。



　モスクワはロシア連邦の首都であり、現在の政治・経済・金融・学
術・文化の中心です。街の象徴であるクレムリン（城塞の意味）を中心
に放射状に広がった市街地には、重厚な建物やロシア正教会の聖堂
や教会、博物館などが点在しロシアの歴史・文化が凝縮されています。
モスクワの地名が文献に登場するのは1147年。15世紀後半以降急速
に発展し、18世紀にピョートル大帝により首都がサンクトペテルブル
グに移されるまで、ロシアの政治、宗教の中心的な役割を果たしまし
た。1917年の十月社会主義革命ののち再びモスクワが首都となりまし
た。ソ連解体後、ロシア連邦となった現在は大規模ショッピングセン
ターやブランドショップなどが建ち並ぶ大都会となっています。ロシア
の他都市に比較すると物価は高めです。

　日本海への窓口であるウラジオストクは、1860年にロシアの領土と
なりました。帝政時代からの個性的で美しい建物と坂が多いところから
「東洋のサンフランシスコ」と呼ばれています。シベリア鉄道の東の起
点でもあります。ソ連時代にはソ連太平洋艦隊の基地があったために、
住民以外の立ち入りが制限されていましたが、92年から外国人の立ち
入りが認められ、現在は日本にとって「いちばん近いヨーロッパ」となっ
ています。車で1時間も走ると美しいタイガの森が広がり、また市街地か
らほど近いアムール湾では、冬には凍りついた海の上で釣りを楽しむ
ことができます。
　日本との関係も深く、91年には新潟、92年には秋田、函館が相次い
でウラジオストクと友好都市になり、日本との交流や貿易が活発になり
ました。2012年にはAPECの開催地となり、金角湾をまたぐ長大な橋を
はじめ、大規模な開発により街の風景は一変しました。物価はモスクワ
やサンクトペテルブルグに比べると安いです。

　ミンスクは、1991年にソ連から独立したベラルーシ共和国の首都で
あり、CIS（独立国家共同体）の本部が置かれている都市でもあります。
ロシアとヨーロッパに挟まれるように位置しているため何度も戦争の
舞台となり、第二次世界大戦時にはほぼ跡形なく破壊されてしまいま
した。戦後、計画的に復興が行われ、ソ連式の建物が整然と建てられま
したが、ところどころに教会や博物館、記念碑など歴史ある名所が残さ
れており、川や緑の豊かさと相まって美しい街並みをつくりだしていま
す。また郊外には世界遺産となった中世の古城などもあり、多くの観光
客が足を運んでいます。ロシアの大都市と比べると物価も安いです。





 大学の所有する寮は、大学と同じヴァシリエフスキー島と、郊外
のペテルゴフ地区にあります。居室は2～4人部屋です。
 大学所有の寮は満室で入れないことがたびたびあります。その場
合、他の宿泊施設に滞在いただくことになります。大学紹介のエコ
ノミータイプのホテル（2～３人部屋）や、ご自身でアパートホテル
や賃貸アパートを契約するなどの選択肢があります。設備や立地は
施設によってさまざまですので、詳しくはお問い合わせください。

大学指定の寮、エコノミータイプのホテ
ル、ご自身で契約したアパートホテル、
ユースホステル等に滞在。食事は自炊、
あるいは外食。



ロシア語の基礎学力のある方。70歳未満の方。

基本的には、大学指定の寮に滞在。寮は２～３人部屋です。

　基本的に、宿泊は大学指定の寮。授業が行われる校舎のすぐそば、市内中心部に位置しており通学に

は大変便利です。極東連邦大学本部のあるルースキー島へはバスで45～50分程度かかります。

　大学寮では通常2人部屋を利用します。キッチンは各階にあるものを共同利用。ただし寮が満室で入居

できないことがあります。その場合、賃貸アパートを契約するなど他の宿泊施設に滞在いただくことになり

ます。賃貸アパートの設備や立地はさまざまです。

大学ルースキー島キャンパス 大学本部 大学寮外観 授業風景イメージ
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　ロシアの学生寮は、複数の居室が1つのブロックを形成し、
各居室が共同でバスルームやトイレ、キッチンなどを利用する
ブロック制が一般的です。キッチンは各階ごとに共用となって
いる場合もあります。一般的に、1つの居室は２～３人の相部
屋で、設備は寮によって異なります。学生寮に住むと、留学生
間で交流を持ちやすいことや、学生同士の気安さなどの利点
があります。逆にプライバシーの確保や、同居者と折り合いを
つけながらの生活に苦労することもあるかもしれません。

　一部の大学ではホームステイ滞在が可能です。居室は基本
的に1人部屋で、朝夕2食付きですが、カスタマイズも可能で
す。シャワー、トイレはホストファミリーと同じものを使います。
ホームステイ滞在のメリットは、毎日の生活そのものがロシア
語の勉強になること、比較的規則正しい生活を維持できるこ
と、などがあるでしょう。一方、異なる生活習慣やステイ先家族
のルールに合わせて生活することに窮屈さを感じることもあ
るかもしれません。

　長期滞在向けのホテルタイプのアパート
メント。居室はキッチン・バストイレなどが
整ったアパートの1室のような作りになって
いますが、フロントデスクがありホテルのよ
うな機能を持っています。部屋には生活に
必要なものが最低限そろえられています。
外国人に義務付けられている滞在登録も
ホテルがおこなってくれます。プライバシー
が守られた生活を送ることができますが、
費用はかなり高くなります。

　賃貸アパートを契約して滞在するこ
ともできます。滞在する物件はご自身
で探していただきます。ロシアの法律
により、外国人に義務付けられている
滞在登録は、アパートの持ち主である
大家さんしかできません。滞在登録制
度に理解があり、不備なく手続きをし
てくれる大家さんの所有するアパート
を見つける必要がありますので、ご注
意ください。

▼学生寮

▼ホームステイ

▼アパートホテル ▼賃貸アパート

アパートホテル　居室（イメージ）A アパートホテル　設備（イメージ）B

A B Cホームステイ　キッチン（イメージ） ホームステイ　居室（イメージ） ホームステイ　家族（イメージ）

A 部屋の一例 共同キッチンB

カザフ国立大学、キルギス国立大学、ウズベキスタン世界言

語大学、ニージニー・ノヴゴロド大学、ノヴォシビルスク工科

大学、ノヴォシビルスク国立大学、リャザン大学、ウラル連邦

大学、イルクーツク大学、サンクトペテルブルグ工科大学など



※2025年4月現在、日本外務省より、ロシアおよびベラルーシの全域に渡航中止勧告(レベ
ル3)もしくは退避勧告（レベル4）が出ています。十分考慮されたうえでお申し込みください。

※2025年4月現在、ロシア国内では海外発行のクレジットカードや海外用プリペイド
カードはご利用いただけません。最新情報はお問合せ下さい。

　ロシアの通信事情は十分に発達しています。住居、教室、屋外で、日本と同様
にさまざまな方法でインターネット環境に接続することができます。通信業者は
大手が3社あり、従量制、定額制さまざまな契約があります。ご自身に合ったプ
ランを選ぶとよいでしょう。また、公共の場所や交通機関には無料の公衆無線
LANが整備されていることも多いです。
　日本から持参したSIMフリーのスマートフォンや、現地で調達した端末などで、
ロシアのSIMを利用することは可能です。ただし、ロシアの通信業者と契約する
には手続きが必要となります。手続きには時間がかかることがありますので、一
時的にどこかのWi-Fiを利用するなど、別の通信方法のご準備をお勧めします。
※2025年4月現在、日本からロシアへの荷物の配達サービスは停止されていま
す。最新情報はお問い合わせください。



●当センターの「JICロシア語留学研修申込書及び同

意書」に必要事項をもれなく記入し、パスポートコ

ピーとともに、当センターへ直接持参、もしくは郵送

してください。同時に、申込金（100,000円）を入金

してください。申込金は留学費用の一部として繰り入

れます。「JICロシア語留学研修申込書及び同意書」、

パスポートコピー及び申込金の受理後、当センターの

承諾をもって正式の申し込みとして登録し、諸手続き

を開始いたします。また、申込金およびその他の手配

料（緊急手配料、特別手配料や変更料等）は返金でき

ませんので予めご了承ください。（ただし、お客様の

希望されるコースが定員に達していて、申し込みをお

断りさせていただく場合は除きます。）

●現地のお客様や受入機関等への連絡を当センター

に依頼される場合には、１回１件につき5,500円（消

費税込み）を申し受けます。

●申込金を除いた留学費用は当センターの発行する

請求書に指定された期日までにお支払いください。

●為替相場の大幅な変動や現地税制の改定などの事

情により費用の変動が生じた場合、研修費用を変更

させていただくことがあります。

当センター長期留学料金表に記載されたもの：原則と

して、授業料、契約された期間の寮費、になります。た

だし、各受入機関の都合により授業料、滞在費用等の

料金および条件は予告なしに変更される場合があり

ます。その場合には料金表、もしくは請求書に明示さ

れている料金との差額を追加して支払っていただき

ます。

前第５項のほかは研修費用に含まれていません。その

一部を例示します。

●入学手続き代行手数料（別紙料金表をご覧くださ

い）　●研修費用の銀行送金費用および手数料　●現

地での通学交通費　●現地受入機関によるアクティビ

ティ費用　●食費　●空港～大学寮間の送迎費用　●

招待状取得費用　●招待状の国際郵送費　●現地受

入機関に提出が必要な場合の非HIV検査証明書・健

康診断等の費用　●日本～研修地間の往復航空運賃

　●日本国内の空港施設使用料　●各国空港諸税・入

国審査料・税関使用料・検疫料　●航空機特別保険料

　●燃油サーチャージ　●超過手荷物料金　●渡航手

●留学を渡航の目的とし、当センターおよび受入機関

のロシア語留学プログラムの申し込み条件を十分に

理解し、ロシアの法令および受入機関の規則を遵守

できる、１８歳以上の心身共に健康な方。

●ロシア語の基礎のある方を対象としています。

●１８歳未満の方は、保護者の同意が必要です。

●７０歳以上の方、慢性疾患や精神疾患をお持ちの

方、妊産婦の方および現在健康を損なうか、身体の不

自由な方で、特別な配慮を必要とする方はその旨を

申し込み時にお申し出ください。可能かつ合理的な範

囲内でこれに応じます。なお、この場合、医師の診断

書を提出いただく場合があります。状況に応じて、介

護者や同伴者の同行を提案させていただくか、場合

によってはお断りすることがあります。可否は海外旅

行傷害保険（留学保険）の加入条件に準じて判断いた

します。

●留学保険に必ず加入してください。お申込み後、ご

案内します。滞在中に万一病気になったり、けがをし

たり、不幸にして事故や盗難にあったり、また他人の

財産をうっかり破損してしまい弁償しなければならな

くなったりした場合に備え、日本出発前に必ず加入し

てください。

●手続き代行サービス（以下「手続き代行」）は、JIC

国際親善交流センター（以下「当センター」）が留学希

望者の依頼に従って、受入機関に対する入学申し込

み手続きの代行、ご出発にあたっての情報提供など

を行うものであり、受入機関への合格、受入機関での

課程修了・資格取得などを保証するものではありま

せん。留学先での研修内容は、各教育機関が独自に

企画・運営し提供するものであり、当センターが自ら

研修に関するサービスの提供を行うものではありま

せん。

●手続き代行サービスに含まれるものは次の通りです。

1.入学申し込み手続き代行…入学を希望される受入

機関への書類送付および授業料の送金（可能な場

合）、招待状の取り寄せをいたします。

2.宿泊手続きの代行…留学期間に合わせた寮滞在等

の申込み手続きをいたします。

3.渡航手続きのご案内…旅券の取得はお客様ご自身

で行っていただきます。査証取得申請や公証訳取得

申請、航空券などのご依頼は、所定の料金を申し受

け、当センター併設の旅行会社（ジェーアイシー旅行セ

ンター株式会社）にて別途契約として代行を行いま

す。

1)旅券の取得はご自身で行っていただきます。

2)航空券に関してはお申込み後ご案内します。

3)受入先が必要とする場合の非HIV証明書・健康診

断書等の手続きはご自身で行っていただきます。す

でに証明書などをお持ちの方も有効期限などにご注

意ください。

4)査証申請代行は所定の査証代行手数料を申し受

け、別途契約として代行を行います。この場合、申込

者自身に起因する事由により査証が取得できなくて

も、当センターはその責任を負いません。また査証代

行手数料は返金いたしません。

5)各種書類の公証訳申請代行は所定の代行手数料

を申し受け、別途契約として代行を行います。弊社に

て翻訳が必要な場合は、別途翻訳手数料も申し受け

ます。

●次に定める事由のいずれかに該当する場合には、

申し込みをお断りさせていただくことがあります。

1.申込者が未成年の方で、留学について親権者の同

意がない場合。

2.申込者が希望する受入機関への申し込み手続き期

限あるいは留学時期までに留学手続きが完了できる

見通しがない場合。

3.申込者が受入国の法令・公序良俗に反する行為を

する恐れがあるまたは受入機関の研修の円滑な実施

に支障をきたす恐れがある、と当センターが判断した

場合。

4.申込者の希望するコースが定員に達していて留学

希望校から入学が許可されなかった場合。

5.その他、当センターの業務上の都合がある場合。

続き関係諸費用（旅券印紙代・証紙代等）　●査証料

金　●査証申請代行手数料　●公証訳料金　●公証訳

申請代行手数料　●翻訳手数料　●海外旅行保険料・

現地での障害疾病等に関する医療費（現地受入機関

により受入機関独自の保険に加入する場合がありま

す）　●自由時間および休暇中の一切の費用　●外国

人登録料金　●入寮証、聴講生証の発行手続料　●義

務的医療検査費用　●その他の個人的性質の諸費用

1.留学開始前

●お客様は次の取消料をお支払いいただくことによ

り、申し込み内容の全部または一部を解除することが

できます。申し込み内容の取消しの申し出は必ず書面

にて当センターまでお知らせください。当センターが

上記書面を受理した時点で正式の取消しとして取り

扱います。

1.留学開始前

●お申し込みの後、留学期間の変更、同大学内での

コース内容の変更の申し出があったときは、当セン

ターは可能な限りお客様の希望に応じます。変更に際

しては、次の料金を申し受けます。

●お役様が第4項に規定する期日までに留学費用を

支払われない場合、当センターはお申し込みを解除す

る場合があります。この場合は上記の取消料をお支

払いいただきます。

2.留学開始後

●留学開始後のお客様の都合によるは期間短縮や取

り消しは権利放棄とみなし、払い戻しは一切いたしま

せん。（ただし、診断書を提出できる病気や保護者の

死亡等、正当かつ明確な理由があり、その書類を提出

できる上、受入機関から正式な返金同意の書面があ

る場合に限り、当センターは返金交渉料33,000円

（消費税込み）を申し受け、受入機関と交渉いたしま

す。しかし、これは返金が保証されるものではありま

せん、返金は日本円でいたしますが、返金に伴う手数

料（振込手数料や送金手数料等）および為替差額はお

客様の負担となります。また返金は当センター精算書

作成日のTTMレートで換算し、現地受入機関から当

センターに返金された確認日の翌月末日のお支払い

となります

代行



●当パンフレットの記載事項は2025年4月1日現在

有効な資料に基づいております。各受入機関の都合

により、留学プログラムの内容、費用等は予告なく変

更される場合があります。

●航空券予約および研修期間以外の宿泊等の旅行手

配についての申し込み条件、お申し込みいただいた

当該旅行業者の手配旅行約款によります。

●この申し込み条件は予告なしに変更されることがあります。

●この申し込み条件は2025年4月1日以降に申し込

みをされるお客様に適用されます。

●保健衛生について

渡航先の衛生状況については、厚生労働省「検疫感染

症情報ホームページ」 https://www.forth.go.jp/

厚生労働省　電話：　03-5253-1111（代表）

でご確認ください。

●海外危険情報について

渡航先（国または地域）によっては、外務省「海外危険

情報」等から、渡航に関する情報が出されている場合

があります。お申し込みの際に当センターから「海外

危険情報に関する書面」をお客様の求めに応じお渡し

いたします。また、外務省「外務省海外安全ホーム

ページ」 https://www.anzen.mofa.go.jp/

外務省　電話：　03-3580-3311（代表）

でもご確認ください。

当センターは次のような場合には責任を負いません。

●お申し込みいただいた大学が定員に達していて入

学できない場合。

●お申し込みいただいた大学寮が定員に達していて

滞在できない場合。

●通信事情または受入機関の事情により、入学許可

証等の入学関係書類が期日までに届かず、出発でき

なかった場合。

●お客様の個人的な事由、または各都道府県旅券申

請窓口、各国大使館・領事館側の事情により、旅券、

査証が出発までに取得できなかった場合。

●お客様の個人的な事由により、旅券・査証の発給が

拒否された場合もしくは渡航先での入国を拒否され

た場合。

●お客様の個人的な事由により、ローンの承認が下

りず、手続きの継続が不可能になった場合。

●天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊施設の事故、日本

または海外の官公署の命令・出入国規制、伝染病によ

る隔離、自由行動中の事故、食中毒、盗難、運送機関

の遅延・不通・スケジュール変更、陸海空における不

慮の事故、その他不可抗力の事由により生じた損害。

●渡航後はお客様個人の責任において行動していた

だき、当センターは留学中のいかなる事故やトラブル

に対しても一切責任を負いません。お客様の故意、過

失、受入国の法令・公序良俗もしくは受入機関・滞在

先の規則等に違反した行為により生じた責任・損害等

はすべてお客様個人の負担となります。また、それら

の行為により当センターが損害を受けた場合は、当セ

ンターはお客様からの損害賠償を申し受けます。

●当センターは各受入機関から当センターに送られ

てきた最新情報に基づき留学プログラムの紹介・手

続きをいたしますが、各受入機関の事情により、受入

条件・研修内容・滞在先・費用・その他留学プログラム

が予告なしに変更される場合や実施されなくなる場

合があります。その際、当センターは変更に関する情

報を入手次第、お客様に連絡いたしますが、留学プロ

グラムの変更や中止については責任を負いません。

変更料

研修開始日の前日から起算して31日前まで：

　１回１件につき11,000円（消費税込み）

同30日前以降15日前まで：

　１回1件につき22,000円（消費税込み）

同14日前以降7日前まで：

　取り消しと同じ扱い

＊留学開始日程・学校の変更は原則として「取消」扱

いとなりますのでご了承ください。また、招待状費用

が２回分かかります。弊社手配料、査証代金などすで

にかかっている費用については上記料金とは別途お

支払いいただきます。

変更の受付は土・日・祝日・年末年始などの当セン

ター休業日を除く月～金曜日の当センター営業時間

内（９時半～１８時）とさせていただきます。

2.留学開始後

●途中で異なる学校への変更は査証上不可能です。

研修開始後にキャンセルされる場合は権利放棄とみ

なし、払い戻しは一切いたしません。研修開始後の追

加手配においては、追加手配手数料16,500円（消費

税込み）を申し受け、受入機関と交渉いたします。た

だしこれは追加手配を保証するものではありません。

結果的に受入機関がこれに応じない場合でも追加手

配手数料は払い戻しいたしませんのでご了承くださ

い。また、宿泊先の変更を希望される場合は別途手数

料を申し受けます。



JICではオンラインのロシア

語講座を開講しています。

ロシア語のレベルに合わせ

てクラスを設定しており、ロ

シア語を学ぶ仲間との交流

会も実施しています。ネイ

ティブの発音に慣れておき

たい、文法のおさらいがし

たいという方はぜひご参加

ください。全国各地から受

講可能です。


